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1  はじめに

牛にモミを粒のまま給与すると、ホールクロップサ

イレージおよび穀実給与 (飼料米)のいずれの場合も

も、糞中に一部が未消化のまま排泄される。これには

消化を妨げるモミ殻と、形状が粒状であることによる

消化の低下
りの二つの要因が考えられるが、モミの消

化特性に関する知見は少ない。

そこで、本試験ではモミの利用性を明らかにする日

的で、モミおよび玄米の第一胃内における消化性、お

よび、モミがら除去、粉砕といった処理方法の違いが

消化率・第 1胃液VFA組 成に及ぼす影響について検
討した。

2 試験方法

試験 1:東北農研センター水田利用部で収穫した大粒
種などの 5品種のモミおよび黄熟後期調製のホールク

ロップサイレージ (ふ くひびき)か ら採取・乾燥 した

モミを供試し、第一胃内における消化量を、ナイロン

バックを用いた h‐sltu法で測定した。 1試料当たり2
反復として、第一胃内に粉砕玄米は 6時間、モミおよ

び玄米は 3日 間放置した。試験 2:試験区は 8 kgの
市販配合飼料を給与する区を対照として、そのうち 3

kgを 、モミ粒そのまま (モ ミ区)、 粉砕 (粉砕モミ区)、

およびモミ殻除去 (玄米区)のいずれかの処理の乾燥
モミで代替した計 4区 とした。ホルスタイン去勢牛 3

頭 (平均体重 536kg)を供試し、粗飼料としてオーチ

ャー ドグラス乾草 2 kgを給与し、予備期 7～ 10日

間、本期 3日 間の消化試験を順次全糞採取法で行つた。

なお、玄米区は玄米 2 4kg、 モミ殻 0 6kgと した。第

一剛rt採取は消化試験最終日の給与開始後 4時間経過
時に、経目的に行つた。

3 試験結果及び考察

(1)第一胃内における消化

表 1に lll― slul法によるモミおよび玄米の消化率を示

した。供試した玄米の乾物率は約 80%であつたのに

対して、サイレージから採取・乾燥したものは 95%
と高かつた。モミは第一胃内に3日 間放置してもほと

んど消化されなかつたのに対して、粉砕玄米はいずれ

も消化率が高かった。玄米粒の消化率は、ふくひびき

(通常収穫)、 もち米、および細粒米で高く、紫黒米、

大粒米で低かつた。また、サイレージ化後乾燥したふ

くひびきの消化率は低かつた。第一胃内では図 1に示

したように粒により消化の程度が異なり、ほぼ未消化

のものもある一方で、果皮以外は十分に消化されるも

のもあつた。玄米では、細粒種のように重量あたりの

表面積の大きい方が第一胃内での消化量が大きいこと

は十分予想される。また、異なる処理を施したふくひ

びきで消化量に異なる傾向が見られた原因として、玄

米の水分含量の違いやモミすりによる果皮への損傷の

違いが、第一胃内での消化に影響した可能性が推測さ

れる。紫黒米では果皮層自体の性質が影響しているか

もしれない。

(2)消 化試験

表 2に消化試験におけるデンプン消化率を示した。

市販配合飼料のデンプン含量は 42%で あった。また、
モミのデンプン含量は玄米のデンプン含量 (乾物中 72

%、 永西らいより)か ら、55%(原物)と 計算された。
デンプン消化率は配合飼料を給与した場合が 992%
と最も高く、モミ区が 845%と 最も低かった。また、

配合飼料のデンプン消化率を 992%と 仮定してコメ
出来のデンプン消化率を計算すると、モミで 66%、

玄米で 78%、 粉砕モミで 94%であった。

穀類では処理方法により消化性が異なり、粒のまま

の給与よりも、粉砕・圧扁などの処理を施した方が消

化率が高まることが知られており つ、実際の肥育試験

でも粉砕もしくは圧扁で給与されている。ul sinl法 に

おいても、爆砕、粉砕、蒸煮処理を施すと消化率が高

まることが報告されている 'ヽ モミの状態では第一胃

内ではとんど消化されず、通常の経口給与では咀疇に
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よる物理的破壊が消化に役立っている。モミ殻を除去

するだけでデンプン消化率が 12%単位、さらに粉砕
することで 27%単位上昇することがわかる。
モミ利用ではデンプン消化率を高めるためには、モ

ミ殻除去、すなわち玄米給与よりも粉砕が適していよ

う。粉砕した場合、玄米の形状が消化率に及ぼす影響

は小さくなるが、玄米の性質で発酵産物など第一胃内

での消化様相が異なる可能性がある。

4 まとめ

モミの状態では消化性は劣るので、モミの利用性を

高めるためには、ホールクロップサイレージ利用より

も、粉砕などの物理的処理を施しやすい飼料米利用の

方が有利であろう。一方、モミの消化過程では咀喘に

よるモミ殻の分離などモミの破壊が重要なことから、

そミの形態が In v市oの消化に影響する可能性もある。
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表2モミの処理方法が牛でのデンル 消化率に及ぼす影響 (n=3〉
デンプン消化率(96)

試験区 乾物消化率(96)……・―  ――――     飼料全体     コメ※
配合飼料

モミ区
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A B C D

日 1 牛の第一日内に 3日間澤留
した玄米

A

B

C、 D

:ほぼ消化され果皮

のみ残存

:中央部が消化

:3日後も未消化

に近い

消化率 J"の異符号間で PK005で有意差あり

表3モミの処理方法が第一日液VFA組成に及ぼす影響(n=3)
VFNE成 (mOl%)※   配合飼料  モミ区   玄米区  粉砕モミ区
酢酸

プロピオン酸

酪酸

61 la

243a
103a

655b
177b
133b
3.4

63 0ab    65 1b
22.5a    20 5ab

10 9ab    10 9ab

36       35カフ・[レ酸 +′ レゞリアン酸       42
※給与開始4時間後に採取

77 7ab
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